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第 22回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 派 遣 参 議 院

代 表 団 報 告 書  

 

             団   長  参 議 院 議 員   中 曽 根 弘 文  

              団 長 代 行  同       柳 本  卓 治  

                  同       大 門 実 紀 史  

             同   行  国 際 会 議 課 長  清 水   賢  

             会 議 要 員  国 際 会 議 課   喰 代  伸 之  

 

 第 22回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ 以 下 、 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 」 と い

う 。 ） 総 会 は 、 2014年 １ 月 12日 （ 日 ） か ら 16日 （ 木 ） ま で の ５ 日

間 、 メ キ シ コ 合 衆 国 の プ エ ル ト ・ バ ジ ャ ル タ に お い て 、 21の 加 盟 国

及 び １ つ の オ ブ ザ ー バ ー 国 か ら 151名 が 参 加 し て 開 催 さ れ た 。 ま

た 、 エ ル サ ル バ ド ル 議 会 、 ホ ン ジ ュ ラ ス 議 会 、 パ ナ マ 議 会 等 の 代 表

が 来 賓 と し て 参 加 し た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 我 が 国 の 国 会 議 員 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に 基 づ い て 、

1993年 １ 月 に 組 織 さ れ た 議 員 フ ォ ー ラ ム で 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の

政 治 ・ 安 全 保 障 、 地 域 協 力 等 に つ い て 加 盟 国 の 議 員 が 討 議 を 重 ね て

お り 、 現 在 27か 国 が 加 盟 し て い る 。 日 本 国 会 は 1996年 の 第 ４ 回 総 会

か ら 継 続 し て 代 表 団 を 公 式 に 派 遣 し て い る 。  

 今 次 総 会 に 派 遣 さ れ た 参 議 院 代 表 団 は 衆 議 院 代 表 団 と 共 に 日 本 国

会 代 表 団 を 結 成 し 、 団 長 に 中 曽 根 弘 文 参 議 院 議 員 、 団 長 代 行 に 柳 本

卓 治 参 議 院 議 員 、 副 団 長 に 今 村 雅 弘 衆 議 院 議 員 を 選 出 し た （ 以 下 、

そ れ ぞ れ 「 中 曽 根 団 長 」 、 「 柳 本 団 長 代 行 」 、 「 今 村 副 団 長 」 と い

う 。 ） 。  

 日 本 国 会 代 表 団 は 、 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 、 「 中 東 和

平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 、 「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 及 び

「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 の ４ 件 の 決 議 案 を 事 前 に 提 出 し 、 現 地 で

は 、 そ れ ぞ れ の 決 議 案 の 担 当 議 員 が 本 会 議 で こ れ ら 決 議 案 の 趣 旨 を

説 明 し た 上 で 、 各 国 の 主 張 を 取 り 入 れ な が ら 成 案 の 取 り ま と め を 行

う な ど 、 会 議 の 成 功 に 貢 献 し た 。  

 以 下 、 本 報 告 書 で は 、 会 議 に お け る 参 議 院 代 表 団 の 活 動 を 中 心 に

述 べ る こ と と す る 。  

 

１ ． 執 行 委 員 会  

 執 行 委 員 会 は 、 12日 （ 日 ） に 開 会 さ れ 、 日 本 国 会 代 表 団 か ら 柳 本

団 長 代 行 及 び 今 村 副 団 長 が 出 席 し た 。 テ オ フ ィ ロ ・ ト ー レ ス ・ コ ル

ソ ・ メ キ シ コ 合 衆 国 連 邦 上 院 ア ジ ア 太 平 洋 外 交 委 員 会 委 員 長 が 主 宰

し 、 今 次 総 会 の 議 題 、 執 行 委 員 会 国 、 次 回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 開 催 国 等 に
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つ い て 協 議 を 行 っ た 。 柳 本 団 長 代 行 よ り 、 メ キ シ コ が ア カ プ ル コ で

の 第 ３ 回 総 会 開 催 以 来 19年 ぶ り に 総 会 を 主 催 し た こ と に 謝 意 を 表 す

る と と も に 、 今 次 会 合 の 成 功 を 祈 念 す る 旨 発 言 し た 。  

 

２ ． 開 会 式  

 開 会 式 は 13日 （ 月 ） に 挙 行 さ れ た 。 初 め に 、 総 会 会 長 の ラ ウ ル ・

セ ル バ ン テ ス ・ メ キ シ コ 合 衆 国 連 邦 上 院 議 長 （ 以 下 、 「 セ ル バ ン テ

ス 議 長 」 と い う 。 ） が 、 歓 迎 の 挨 拶 を 述 べ 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に

お け る 社 会 的 不 均 衡 、 人 口 増 大 及 び 貧 困 と い っ た 諸 課 題 を 解 決 す べ

く 、 経 済 、 金 融 、 教 育 、 労 働 及 び 社 会 保 障 等 様 々 な 分 野 に お い て 、

新 た な 法 的 枠 組 み を 構 築 し 、 合 意 を 形 成 す る 重 要 性 に つ い て 指 摘 す

る と と も に 、 そ の 実 現 に 向 け 、 今 次 総 会 に お い て 有 益 な 討 議 が 行 わ

れ る こ と を 期 待 す る 旨 述 べ 、 総 会 の 開 会 を 宣 言 し た 。  

 次 に 、 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 の 祝 辞 が 、 柳 本 団 長 代 行 に よ

り 概 要 以 下 の と お り 代 読 さ れ た 。  

1995年 １ 月 、 第 ３ 回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 が メ キ シ コ の ア カ プ ル コ で 開 催

さ れ た が 、 19年 後 再 び 当 地 の プ エ ル ト ・ バ ジ ャ ル タ で 今 次 総 会 が 開

催 さ れ る こ と を 心 か ら お 祝 い 申 し 上 げ る 。 1614年 、 伊 達 藩 の 武 将 ・

支 倉 常 長 一 行 が 太 平 洋 を 渡 り 、 到 着 し た の も ア カ プ ル コ で あ っ た 。

以 来 400年 が 経 ち 、 現 在 日 本 と メ キ シ コ で は 「 日 メ キ シ コ 交 流 年 」

を 祝 賀 し て い る 。 こ う し た 中 、 メ キ シ コ に て 再 び 総 会 が 開 催 で き る

こ と は 感 慨 深 い 。  

現 下 の 世 界 情 勢 を 見 る と 、 高 度 科 学 技 術 の 発 展 、 高 度 情 報 産 業 の

成 長 、 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー と ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー の 飛 躍 的 開 発 、 更 に

は 新 薬 と 医 学 の 劇 的 進 歩 等 が 、 人 類 に 新 し い 観 点 と 創 造 的 舞 台 へ の

広 が り を も た ら し て い る 。 一 方 で 、 資 源 や 食 料 の 不 足 、 環 境 問 題 、

国 を 超 え た 疫 病 の 蔓 延 、 不 安 定 な 朝 鮮 半 島 情 勢 、 中 東 紛 争 と ア フ リ

カ 内 戦 、 多 発 す る テ ロ の 脅 威 、 深 刻 な 民 族 ・ 宗 教 間 の 対 立 、 更 に は

不 健 全 な 民 族 主 義 の 台 頭 等 が 相 乗 し 、 よ り 複 雑 化 の 様 相 を 呈 し て い

る 。  

こ う し た 中 、 平 和 と 自 由 と 民 主 主 義 を 守 り 、 偏 狭 な ナ シ ョ ナ リ ズ

ム の 爆 発 を 未 然 に 防 ぐ た め の 相 互 信 頼 を 更 に 醸 成 し て い く こ と が 求

め ら れ る 。 将 来 に わ た り 、 民 主 主 義 を 世 界 の 各 国 民 国 家 の 国 内 政 情

の 制 度 と し て 促 進 す る に と ど ま ら ず 、 超 国 家 的 な 社 会 全 体 を 覆 う 原

理 と し て 様 々 な 国 際 的 機 構 、 Ｎ Ｇ Ｏ 、 Ｎ Ｐ Ｏ 等 と 連 携 す る こ と で 、

新 し い 共 同 体 の 必 要 性 が 生 じ る だ ろ う 。 今 後 、 そ の よ う な 共 同 体 構

築 の 枠 組 み の 一 つ と し て 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 活 動 は 大 い に 期 待 さ れ る 。  

過 去 21年 間 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ メ ン バ ー 国 は 、 域 内 の 多 様 性 を 踏 ま え て 寛

容 と 柔 軟 性 、 連 帯 と 協 調 を 旨 と し な が ら 、 相 互 の 信 頼 、 尊 重 、 そ し
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て 理 解 に 努 め て き た 。 地 域 及 び 世 界 の 平 和 と 安 定 、 発 展 と 繁 栄 の た

め に 、 友 情 を 育 み 、 緊 密 に 話 し 合 い 、 協 力 の 方 途 を 探 る こ と が 、

我 々 の 大 き な 責 任 で あ る 。  

本 総 会 に お い て は 、 当 面 の 課 題 に 対 応 す る 具 体 的 施 策 に つ い て 率

直 に 議 論 さ れ 、 参 加 議 員 の 更 な る 不 変 の 友 情 と 強 固 な 信 頼 関 係 を 構

築 さ れ る こ と を 強 く 念 願 す る 。  

 続 い て 、 前 回 総 会 開 催 国 を 代 表 し 、 イ リ ア ス ・ ウ マ ハ ノ フ ・ ロ シ

ア 連 邦 院 副 議 長 が 、 前 回 総 会 に お い て 採 択 さ れ た 政 治 ・ 安 全 保 障 、

経 済 ・ 貿 易 、 エ ネ ル ギ ー 、 イ ン フ ラ 、 人 的 交 流 等 に 関 す る 決 議 が こ

の １ 年 間 に 履 行 さ れ 、 域 内 の 多 角 的 協 力 が 更 に 進 展 し た こ と を 歓 迎

し た ほ か 、 ま す ま す 重 要 性 を 増 す Ａ Ｐ Ｐ Ｆ に お い て 、 各 国 の 議 会 人

が 議 会 間 協 力 を 更 に 強 化 し 、 共 通 の 立 場 を 世 界 に 発 信 す る こ と の 必

要 性 を 強 調 し た 。  

 続 い て 、 エ ン リ ケ ・ ペ ニ ャ ・ ニ エ ト ・ メ キ シ コ 合 衆 国 大 統 領 に 代

わ り 、 イ ル デ フ ォ ン ソ ・ グ ア ハ ル ド ・ ビ ジ ャ レ ア ル ・ メ キ シ コ 合 衆

国 経 済 大 臣 が 、 メ キ シ コ 合 衆 国 は 1990年 代 に 大 胆 な 経 済 改 革 を 行

い 、 と り わ け 貿 易 及 び 投 資 の 分 野 に お い て ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 と の

関 係 を 強 化 し た 結 果 、 大 き な 成 長 を 遂 げ た こ と に 触 れ 、 今 後 も 同 地

域 と の 関 係 を 更 に 発 展 さ せ る こ と が 重 要 で あ る 旨 指 摘 す る と と も

に 、 今 次 総 会 の 成 功 を 祈 念 す る 旨 発 言 を 行 っ た 。  

ま た 予 定 外 な が ら 、 中 曽 根 団 長 は 登 壇 を 求 め ら れ 、 一 同 に 紹 介 さ

れ た 。  

 

３ ． 本 会 議 （ 最 終 本 会 議 を 除 く ）  

 本 会 議 は 13日 （ 月 ） か ら 15日 （ 水 ） の ３ 日 間 に わ た り 、 「 政 治 及

び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題 」 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題 」 、 「 ア

ジ ア ・ 太 平 洋 に お け る 地 域 協 力 」 及 び 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 今 後 の 活 動 」 を

議 題 と し て 開 会 さ れ た 。  

 

（ １ ） 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題  

 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お け る 平 和 及 び 安 定 （ 民 主 主 義 の 強 化 、 主

権 の 尊 重 及 び 地 域 集 団 安 全 保 障 シ ス テ ム の 構 築 の 可 能 性 ） 、 テ ロ リ

ズ ム 、 薬 物 取 引 及 び 組 織 犯 罪 と の 闘 い 、 中 東 に お け る 社 会 的 及 び 政

治 的 変 動 並 び に 世 界 及 び 地 域 の 安 全 保 障 へ の 影 響 の 可 能 性 、 Ａ Ｓ Ｅ

Ａ Ｎ 地 域 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｒ Ｆ ） の 業 績 、 透 明 性 及 び 汚 職 と の 闘 い に

関 す る 議 会 の イ ニ シ ア テ ィ ブ 等 の 議 題 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。  

 

（ イ ） ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お け る 平 和 及 び 安 定  

 中 曽 根 団 長 は 、 概 要 以 下 の と お り 発 言 し た 。  
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 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お い て は 、 域 内 諸 国 の 二 国 間 交 流 の ほ か 、

Ａ Ｒ Ｆ 等 の 多 国 間 の 安 全 保 障 対 話 や 共 同 訓 練 等 の 実 施 に よ り 、 相 互

理 解 を 深 め る と と も に 共 同 対 処 能 力 を 向 上 さ せ て い る 。  

 一 方 で 、 国 際 社 会 が 協 力 し て 取 り 組 む べ き 課 題 も 存 在 す る 。 ま

ず 、 朝 鮮 半 島 情 勢 に つ い て 、 北 朝 鮮 は 国 際 的 な 核 不 拡 散 体 制 に 反 し

て 核 実 験 や 弾 道 ミ サ イ ル の 発 射 を 繰 り 返 し て お り 、 こ れ が 北 東 ア ジ

ア 地 域 の 安 全 保 障 環 境 を 不 安 定 化 さ せ る 要 因 と な っ て い る 。 ま た 、

北 朝 鮮 は 拉 致 問 題 に つ い て も 誠 実 な 対 応 を 見 せ て お ら ず 、 い ま だ 我

が 国 を 始 め と す る 多 数 の 拉 致 被 害 者 が 帰 国 で き な い ま ま に な っ て い

る 。 こ れ ら の 状 況 改 善 の た め 、 国 際 社 会 が 北 朝 鮮 に 対 す る 具 体 的 な

行 動 を 緊 密 に 連 携 し て 働 き 掛 け て い く こ と が 重 要 で あ り 、 各 国 議 会

の 更 な る 支 援 を お 願 い す る 。  

海 洋 の 安 全 に 関 連 し て 、 東 シ ナ 海 に お い て 数 々 の 懸 念 と な る 問 題

が 存 在 す る 。 こ う し た 問 題 の 解 決 に 当 た っ て は 、 関 係 国 首 脳 間 の 直

接 的 会 談 を 始 め 各 界 各 層 の 未 来 志 向 で 真 摯 な 対 話 が 求 め ら れ る 。 こ

れ ら の 問 題 は 、 当 該 関 係 国 の み な ら ず 国 際 社 会 共 通 の 関 心 事 項 と な

っ て お り 、 全 て の 関 係 国 が 関 連 す る 国 際 法 を 遵 守 し 、 一 方 的 な 行 動

を 慎 み 、 平 和 的 に 解 決 さ れ な け れ ば な ら な い 。 我 が 国 は 海 洋 国 家 と

し て 、 海 洋 安 全 保 障 分 野 や 人 道 支 援 ・ 災 害 救 援 に お け る 共 同 訓 練 、

情 報 共 有 、 能 力 構 築 支 援 等 に 努 め つ つ 、 法 の 支 配 に 基 づ く 安 定 し た

海 洋 の 維 持 に 向 け て 主 導 的 な 役 割 を 発 揮 し た い と 考 え る 。  

 日 本 は 戦 後 68年 間 に わ た り 、 自 由 で 民 主 的 な 国 を 作 り 、 平 和 の 道

を ま い 進 し て き た 。 今 後 も こ の 姿 勢 を 貫 く こ と に 一 点 の 曇 り も な

い 。 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の み な ら ず 世 界 の 平 和 と 安 定 、 そ し て 繁 栄

の た め に 、 国 際 協 調 の 下 、 今 後 も そ の 責 任 を 果 た し た い 。  

 

（ ロ ） 朝 鮮 半 島 情 勢  

 左 藤 章 衆 議 院 議 員 が 、 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て

趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ ハ ） 中 東 和 平 プ ロ セ ス  

 後 藤 祐 一 衆 議 院 議 員 が 、 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 に

つ い て 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

（ ２ ） 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題  

 グ リ ー ン 経 済 及 び 持 続 可 能 な ツ ー リ ズ ム 、 食 料 ・ エ ネ ル ギ ー 安 全

保 障 （ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 及 び エ ネ ル ギ ー イ ン フ

ラ ） 、 知 識 経 済 及 び 革 新 的 成 長 、 Ｗ Ｔ Ｏ 規 則 及 び 手 続 を 考 慮 に 入 れ

た 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 に お け る 経 済 ・ 貿 易 協 力 及 び 統 合 プ ロ セ ス
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に 関 す る 議 会 的 側 面 等 の 議 題 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。  

 

（ イ ） Ａ Ｐ Ｅ Ｃ 諸 国 間 の 経 済 協 力  

イ ン ド ネ シ ア 代 表 団 か ら 、 2013年 Ａ Ｐ Ｅ Ｃ （ ア ジ ア 太 平 洋 経 済 協

力 ） に つ い て 報 告 が 行 わ れ た 後 、 大 門 実 紀 史 参 議 院 議 員 は 、 概 要 以

下 の と お り 発 言 し た 。  

2009年 ９ 月 の Ｇ 20サ ミ ッ ト （ ピ ッ ツ バ ー グ ・ サ ミ ッ ト ） の 「 宣

言 」 に は 、 「 経 済 発 展 及 び 繁 栄 に は 異 な る ア プ ロ ー チ が あ る こ と 、

ま た 、 こ れ ら の 目 標 に 到 達 す る た め の 戦 略 は 、 各 国 の 状 況 に よ り 異

な り 得 る 」 こ と が 明 記 さ れ た 。 Ａ Ｐ Ｅ Ｃ 諸 国 間 の 経 済 関 係 に お い て

も 何 よ り も 重 要 な の は 、 「 特 定 の 経 済 シ ス テ ム ・ ル ー ル 」 を 押 し 付

け る の で は な く 、 各 国 の 社 会 体 制 の 違 い 、 発 展 段 階 の 違 い 、 経 済 社

会 の 実 情 の 違 い を 、 相 互 に 尊 重 し 、 各 国 の 経 済 主 権 の 尊 重 に 立 っ

た 、 対 等 ・ 平 等 ・ 互 恵 の 国 際 経 済 秩 序 を 築 く こ と で あ る 。  

第 一 に 、 投 機 マ ネ ー の 横 暴 を 規 制 す る こ と が 重 要 で あ る 。 投 機 マ

ネ ー に よ る マ ネ ー ゲ ー ム が 、 通 貨 危 機 や バ ブ ル を 招 き 、 実 体 経 済 に

大 き な 打 撃 を 与 え る と と も に 、 原 油 や 穀 物 の 高 騰 等 各 国 国 民 の 暮 ら

し を 圧 迫 し て き た 。 こ の 間 、 Ｇ 20で は 、 リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク を 受 け

て 、 各 種 の 金 融 規 制 が 検 討 さ れ 一 部 実 施 さ れ た ほ か 、 Ｅ Ｕ 11か 国 が

「 金 融 取 引 税 」 の 導 入 で 合 意 し た 。 こ う し た 動 き を 国 際 的 に も 広 げ

て い く 必 要 が あ る 。  

第 二 に 、 各 国 の 法 人 税 の 引 下 げ 競 争 を や め る こ と が 重 要 で あ る 。

各 国 で 法 人 税 の 引 下 げ 競 争 が 続 き 、 各 国 の 政 府 の 財 源 が 枯 渇 し 、 債

務 が 膨 れ 上 が る 、 国 民 負 担 が 増 大 す る と い う 深 刻 な 事 態 が 生 ま れ て

い る ほ か 、 多 国 籍 企 業 の 課 税 逃 れ も 各 国 で 問 題 化 し て い る 。 こ れ ら

の 問 題 に つ い て 、 Ｇ 20に お い て も 対 処 す べ き 優 先 課 題 と 位 置 付 け ら

れ て い る 。 今 こ そ 、 国 際 協 調 に よ っ て 、 課 税 逃 れ を 許 さ ず 、 法 人 税

の 引 下 げ 競 争 を や め て 、 国 の 財 政 と 国 民 の 暮 ら し の 安 定 を 実 現 す べ

く 、 Ａ Ｐ Ｅ Ｃ 各 国 が そ の 先 頭 に 立 つ こ と を 呼 び か け た い 。  

 

（ ロ ） 食 料 ・ エ ネ ル ギ ー 安 全 保 障  

畑 浩 治 衆 議 院 議 員 が 、 食 料 ・ エ ネ ル ギ ー 安 全 保 障 （ 再 生 可 能 エ ネ

ル ギ ー 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 及 び エ ネ ル ギ ー イ ン フ ラ ） に 関 し て 発 言 を

行 っ た 。  

 

（ ハ ） 経 済 ・ 貿 易  

 今 村 副 団 長 が 、 「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て 趣 旨 説 明

を 行 っ た 。  
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（ ３ ） ア ジ ア ・ 太 平 洋 に お け る 地 域 協 力  

 気 候 変 動 対 策 に お け る 協 力 （ Ｃ Ｏ Ｐ 19の 成 果 ） 並 び に 自 然 災 害 の

予 防 及 び 対 応 、 貧 困 撲 滅 、 社 会 連 帯 の 強 化 、 人 口 移 動 、 開 発 計 画 へ

の 若 者 の 参 加 拡 大 及 び 女 性 の 権 利 拡 大 、 Ｏ Ｄ Ａ か ら 新 た な ポ ス ト

2015年 開 発 目 標 へ 、 教 育 （ 学 生 、 教 授 及 び 研 究 計 画 等 の 交 流 を 含

む ） 、 文 化 、 科 学 及 び 技 術 の 協 力 、 議 会 外 交 の ベ ス ト ・ プ ラ ク テ ィ

ス （ 議 員 会 議 内 及 び 議 員 会 議 相 互 の 協 力 ） 等 の 議 題 に つ い て 議 論 が

行 わ れ た 。  

 

（ イ ） 防 災  

 伊 東 良 孝 衆 議 院 議 員 が 、 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て 趣 旨 説

明 を 行 っ た 。  

 

（ ロ ） 気 候 変 動 及 び 自 然 災 害 の 対 策  

 中 田 宏 衆 議 院 議 員 が 、 気 候 変 動 対 策 に お け る 協 力 並 び に 自 然 災 害

の 予 防 及 び 対 応 に 関 し て 発 言 を 行 っ た 。  

 

（ ４ ） Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 今 後 の 活 動  

 第 23回 総 会 の 日 程 及 び 開 催 地 に つ い て 、 2015年 １ 月 に エ ク ア ド ル

の キ ト に て 開 催 す る こ と が 了 承 さ れ た 。 ま た 、 第 21回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会

で 採 択 さ れ た 決 議 の 履 行 状 況 等 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。  

続 い て 、 柳 本 団 長 代 行 は 、 2015年 ４ 月 に 一 部 の 現 執 行 委 員 国 の 任

期 が 切 れ る こ と か ら 、 次 回 総 会 の 際 の 執 行 委 員 会 で 新 た な 執 行 委 員

国 を 決 定 で き る よ う 事 前 に 関 係 国 間 で の 協 議 を 要 請 し た 。 ま た 、 主

催 国 の 選 定 に つ い て 、 原 則 と し て 第 １ 回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 か ら 第 19回 Ａ

Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 ま で の サ イ ク ル を 繰 り 返 す ロ ー テ ー シ ョ ン 制 を 提 案 し

た 。  

 

４ ． 起 草 委 員 会 等  

 日 本 を 始 め 各 国 か ら 提 出 さ れ た 41件 の 決 議 案 に つ い て 、 ワ ー キ ン

グ ・ グ ル ー プ （ 以 下 、 「 Ｗ Ｇ 」 と い う 。 ） が 関 係 国 間 で 開 会 さ れ 、

類 似 の 決 議 案 の 一 本 化 を 図 る と と も に 文 言 の 調 整 が 行 わ れ た 後 、 一

本 化 さ れ た 決 議 案 （ 以 下 、 「 共 同 決 議 案 」 と い う 。 ） は 、 全 加 盟 国

が 参 加 す る 起 草 委 員 会 に 順 次 送 付 さ れ た 。 起 草 委 員 会 で は 、 各 共 同

決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 の 審 査 が 行 わ れ 、 最 終 本 会 議 に 提 出 す

る 案 文 が 決 定 さ れ た 。  

 日 本 国 会 代 表 団 は 、 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て 韓

国 、 中 国 、 ロ シ ア 及 び カ ナ ダ と 、 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議

案 」 に つ い て 、 マ レ ー シ ア 、 カ ナ ダ 、 イ ン ド ネ シ ア 、 オ ー ス ト ラ リ
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ア 、 ミ ク ロ ネ シ ア 及 び メ キ シ コ と 、 「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」

に つ い て オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 及 び ロ シ ア と 、 「 防 災

に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て タ イ と 、 そ れ ぞ れ Ｗ Ｇ に 参 加 す る と と も

に 、 起 草 委 員 会 に 出 席 し 、 各 共 同 決 議 案 の 取 り ま と め を 行 っ た と こ

ろ 、 概 要 以 下 の と お り 。  

 「 朝 鮮 半 島 情 勢 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 Ｗ Ｇ に お い て 左 藤

衆 議 院 議 員 が 日 本 の 提 出 決 議 案 を 基 に 協 議 を 主 導 し 、 朝 鮮 半 島 の 平

和 と 安 定 に 向 け た 北 朝 鮮 へ の 対 応 を 中 心 に 数 度 に わ た る 話 合 い を 経

て 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草 委 員 会 に 送 付 し た 。  

 「 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 後 藤 衆 議 院 議

員 が Ｗ Ｇ に 出 席 し 、 イ ス ラ エ ル ・ パ レ ス チ ナ 間 の 和 平 交 渉 を 始 め と

す る 中 東 和 平 プ ロ セ ス に 関 す る 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草 委 員

会 に 送 付 し た 。  

 「 経 済 ・ 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 今 村 副 団 長 が Ｗ Ｇ に

出 席 し 、 域 内 の 貿 易 自 由 化 及 び 持 続 可 能 な 経 済 成 長 等 を 旨 と す る 各

国 提 出 の 決 議 案 に つ い て 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草 委 員 会 に 送

付 し た 。  

 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 に つ い て は 、 伊 東 衆 議 院 議 員 が Ｗ Ｇ に 出

席 し 、 防 災 分 野 に お け る 域 内 各 国 の 相 互 協 力 の 促 進 を 旨 と す る 日 本

提 出 決 議 案 に つ い て 共 同 決 議 案 を 取 り ま と め 、 起 草 委 員 会 に 送 付 し

た 。  

 起 草 委 員 会 に お い て 、 こ れ ら ４ 件 を 含 む 各 共 同 決 議 案 及 び 共 同 コ

ミ ュ ニ ケ 案 の 最 終 本 会 議 へ の 上 程 が 決 定 さ れ た 。  

 

５ ． 最 終 本 会 議 及 び 閉 会 式  

 最 終 本 会 議 は 15日 （ 水 ） に 開 会 さ れ 、 マ ニ ュ エ ル ・ カ バ ソ ス ・ レ

ル マ 起 草 委 員 会 委 員 長 が 各 共 同 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 に つ い

て 報 告 し 、 全 会 一 致 に よ り 採 択 さ れ た 。  

 引 き 続 き 、 共 同 コ ミ ュ ニ ケ は 各 国 代 表 に よ り 署 名 さ れ 、 日 本 国 会

代 表 団 は 、 中 曽 根 団 長 が こ れ に 署 名 し た 。  

 最 終 本 会 議 に 続 い て 閉 会 式 が 挙 行 さ れ 、 次 回 総 会 主 催 国 で あ る エ

ク ア ド ル の マ リ ア ・ ア ウ グ ス タ ・ カ レ 代 表 団 長 が 挨 拶 を 行 っ た 。  

 最 後 に 、 ホ セ ・ ア ン ト ニ オ ・ ミ ー ド ・ メ キ シ コ 合 衆 国 外 務 大 臣 が

総 会 出 席 者 に 対 す る 謝 意 を 表 明 し た 後 、 セ ル バ ン テ ス 議 長 は 総 会 の

閉 会 を 宣 言 し た 。  

 

６ ． 二 国 間 会 談 等  

 参 議 院 代 表 団 は 、 総 会 期 間 中 、 ミ ー ド ・ メ キ シ コ 合 衆 国 外 務 大

臣 、 ト ー レ ス ・ メ キ シ コ 合 衆 国 連 邦 上 院 ア ジ ア 太 平 洋 外 交 委 員 会 委
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員 長 、 ウ マ ハ ノ フ ・ ロ シ ア 連 邦 院 副 議 長 、 韓 国 、 ベ ト ナ ム 、 フ ィ リ

ピ ン 及 び カ ナ ダ の 各 代 表 団 と の 会 談 を 行 っ た 。  

 そ の 他 、 参 議 院 代 表 団 は 、 メ キ シ コ 合 衆 国 連 邦 上 院 主 催 夕 食 会 、

ホ ル ヘ ・ ア リ ス ト テ レ ス ・ サ ン ド バ ル ・ デ ィ ア ス ・ ハ リ ス コ 州 知 事

主 催 夕 食 会 、 メ キ シ コ 合 衆 国 観 光 省 主 催 夕 食 会 及 び 連 邦 下 院 主 催 送

別 夕 食 会 等 に 出 席 し 、 各 国 代 表 団 等 と の 意 見 交 換 を 行 う な ど 、 議 員

外 交 の 推 進 に 努 め た 。  

 ま た 、 中 曽 根 団 長 は 、 議 会 専 門 の テ レ ビ チ ャ ン ネ ル で あ る カ ナ

ル ・ デ ル ・ コ ン グ レ ソ の イ ン タ ヴ ュ ー を 受 け 、 後 日 放 送 さ れ た 。  

 

７ ． 終 わ り に  

 参 議 院 代 表 団 は 、 今 次 総 会 に お い て も 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 直

面 す る 各 般 の 課 題 に 関 す る 加 盟 国 間 の 意 見 交 換 の 機 会 に 参 加 す る

等 、 会 議 の 成 功 に 積 極 的 に 貢 献 し た 。  

 今 次 総 会 に 当 た り 、 セ ル バ ン テ ス 議 長 を 始 め 多 く の メ キ シ コ 関 係

者 か ら 賜 っ た 御 厚 情 に 対 し 、 深 く 感 謝 の 意 を 表 す る と と も に 、 御 協

力 を 頂 い た 在 外 公 館 に 対 し 、 心 か ら 御 礼 を 申 し 上 げ 、 本 報 告 を 終 え

る 。  


